
付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補助事業の始期及び終期

平成
２９年度

まで

平成
３０年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

計

円 円 円 円 円 円

189,822,000 29,217,000 45,342,000 28,633,000 21,273,000 314,287,000

交付金額 186,244,000 28,724,000 43,542,000 28,000,000 21,000,000 307,510,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　道路改良舗装　Ｌ＝1,288ｍ

　平成１８年度～令和３年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　平成18年度から実施し、15年を経て全体工事が完了したところである。地域住民の唯一
の生活道路であり、野菜の集出荷に必要な道路である本路線が整備されたことにより、利
便性の向上が図れた。
　また、地域住民に聞きとりを行ったところ、「道路が広くなり、車の離合等で安全性と
利便性が向上した」等の意見があり整備効果を確認することができた。
　工事中の立看板において、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業（防衛省）である旨を
記載し、周知を行った。

補 助 事 業 の 内 容

　無

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　大矢野原演習場関連公共用施設（交通施設：鍛冶床線）整備事業

　山都町長

　上益城郡山都町下名連石 地内

　町道鍛冶床線は、幅員2.5m程度と狭隘であり、また、コンクリート舗装の損傷が激し
く、一般車両と畜産及び野菜集出荷の大型車とが離合困難となり、日常生活に支障を来た
している状況である。
　このため、幅員5.0mの道路改良舗装工事を実施し、道路を整備することにより、住民生
活の利便向上を図ることを目標とする。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
３年度

計

円 円 円 円 円 円

19,470,000 19,470,000

交付金額 19,470,000 19,470,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　消防団活動装備の整備により、機能性・安全性の向上が図られ、また、消防
団実技講習の際に消防団に聞き取り調査を行ったところ、「動きやすい」、「足
元も保護された装備で安心」といった意見が得られ、事業の目標に対する成果
を確認することができた。
　地域住民への周知については、ホームページにて本事業に特定防衛施設
周辺整備調整交付金事業（防衛省）を活用した旨を掲載し周知を行った。

　無

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

大矢野原演習場関連公共用施設（消防に関する施設：消防団活動装
備）整備事業

山都町長

上益城郡山都町浜町

　消防団員服制基準に対応した活動服の整備により機能性の向上を図り、あ
わせて、安全靴（救助用半長靴）を整備することで、風水害等の災害現場での
消防団活動における安全性の向上を図る。

消防団活動装備　６００セット

令和３年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費


